
大田市はこんな所です。

自営就農までの流れ

就農相談 産業体験
（3か月～1年）

雇用就農
（２年～）

※雇用で働きつつ、独立・自営を目指すこと
ができます。
集落営農法人、農業法人

■しまね定住財団の産業体験事業（３か月～１年）を活用し、大田市の農家の
もとで農業体験を行った後、農林大学校で専門的な研修を受けることができます。

島根県大田市ではアスパラガスの担い手を募集しています！

島根県大田市産業振興部農林水産課

【ご要望・ご相談はこちらまで】

電 話 0854-83-8091 ＦＡＸ 0854-82-9731

就農相談
島根県立農林大学校

（短期養成コース1年 or 農業科2年）
産業体験
（3か月～1年）

自営就農

自営就農

農林大学校を活用した自営就農パターン

■しまね定住財団の産業体験事業（３か月～１年）を活用し、集落営農法人のもとで
雇用就農し栽培技術や経営知識を学んで自営就農を目指すこともできます。

雇用就農から自営就農するパターン

・大田市に移住し、就農を目指す方

・18歳～50歳までの方

・本気で就農を目指し、家族などの周りの方の理解・協力を得られる方

・地域活動に積極的に参加できる方

・収入を得られるまでの生活費とは別に、 300万円程度の自己資金を持っている方

（目指す経営規模によって幅があります。）

求める人物像

《研修科目》
農業機械 農業機械演習 土壌肥料
農業経営 マーケティング概論 農業簿記
各種専門科目 など

大田市は、島根県の中央に位置し大山隠岐国立公園三瓶山や
鳴砂の琴ヶ浜海岸や石見銀山遺跡（世界遺産）を有する自
然豊かな町です。
市の約15％が農地で残りが市街地と山林となっています。



就農にはこんなことにも注意してください。

移住・就農支援

空き屋バンク登録物件の紹
介、移住後の住宅確保をサ
ポートします。改修費などの支
援制度があります。

産業体験（3ヶ月～1年）、就農
後（最大5年）に必要な経費を助
成する制度があります。

研修中や雇用先で働きなが
ら、地域の空き農地（就農候補
地）を探します。

空き農地の確保にあたって
は、地域の関係機関で構成す
るサポートチームで支援します。

周辺環境

【教育】
・小学校数16、中学校数6
・市内に総合病院あり

施設・機械

新規就農に必要な農機具・施
設等の初期投資を補助する支
援制度があります。

また、タイミング次第でハウス
を借りられることもあります。

農地研修・就農補助金

住居
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農
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・農業次世代人材投資事業
-就農後 150万/年 最大5年間

・新規就農者整備支援事業等
-施設整備等費用の1/3助成

・空き家改修費の1/2以内を助成
（上限50万円）

子育て支援制度

・UIターンしまね産業体験事業
-体験助成 12万/月 最大1年間

※支援事業の一例を記載しています。

・同時入所軽減措置
-同一世帯から２人以上の児童
が同時に入所している場合、

保育を年齢の高い順から
１人目･･････基準額
２人目･･････基準額の1/2
３人目以降･･無料

【アクセス】
・広島市街まで車で150分
・出雲縁結び空港まで60分
・萩・石見空港まで車で90分

○家族の理解と協力が必要です
農業経営をはじめると、収穫時期など自分の都合で休むわけにはいかな

い時があり、その際に助けてもらえる家族の存在、役割がとても重要なことに

気づかされることでしょう。

あなたの農業を始めたい、という素晴らしい夢を実現させるためには家族の

理解と合意、そして協力が必要不可欠です。

就農相談で得た情報をもとに家族と就農に向けた話し合いを進め、理解

と協力体制を早めに築くことが就農を成功させる一つのポイントです。

○地域住民との交流を深めましょう

地域に馴染むには、地域行事や共同作業に積極的に参加することがとても大切

です。

いろいろな機会を通じて地域の方がと交流を深め、地域に溶け込むことが、あなた

の目指す農業経営を安定化にもつながることでしょう。

島根県大田市産業振興部農林水産課

電 話 0854-83-8091 ＦＡＸ 0854-82-9731

【就農に関するご相談はこちらまで】


